
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１月１日１６時１０分に発生した「令和

６年能登半島地震」では、最大震度が志賀町で震度

７、隣の七尾市で震度６強～６弱、氷見市では震度

５強を観測しました。 

これまで経験

したことのない

大きな揺れに襲

われ、多くの家

が被害を受けま

した。そのあと

直ぐに、津波警 

報が発表され、TVやラジオで直ちに高い所へ避難

するよう呼び掛け、多くの方が車などで高台へ避難

されました。 

津波警報が解除された後、避難所の旧灘浦小学校

では、一時は１５０人程の方が避難され、余震が続

く不安な一夜を過ごされました。 

翌日からは、

家屋の雨漏りへ

の対応や災害ゴ

ミ、断水対応と

過酷な日々が続

きましたが、地

域の方々の協力

により一歩一歩

復旧に向けて歩

み出すことがで

きました。まだ、

余震の心配があ

りますが、皆で 

声を掛け合い助け合っていきたいものです。 

 また、今回の大災害で多くの教訓を得たと思いま

すので、今後の防災訓練や日々の生活に活かしてい

きたいですね！ 

 

 

令和６年２月（如月） 

宇波公民館だより 
 

令和６年２月 1 日発行 

氷 見 市 宇 波 公 民 館 

氷見市宇波４０１番地 

Tel(0766)７８-１５０３ 

講 座 名 実 施 日 

茶 道 ４日（日）・１２日(月祝) 

生 花 １２日(月祝)・２６日（月） 

100歳体操 毎週火・木曜日 
(第２木曜を除く) 

ぱわーきっず 
８日（木） 
保育の出前 

瓢箪同好会 ５日(月)・１９日(月) 

手芸講座 
編み物 １０日(土) 

クラフト ２４日(土) 

ダンス教室 毎週火曜日 PM７時から 

 

今月の外出支援バス 

①2 月 ２日(金) 
② 2 月１６日(金) 

令和６年能登半島地震で震度５強  災害ボランティアによる炊き出し 
１月６日(土)災害ボランティア「氷見グロー 

バルアウト」によるイ

ンドカレーの炊き出

しが宇波公民館であ

りました。英語講師の

イアン=ジャベドさん

が本場インドのカレ

ーを振る舞っていた

だきました。皆で感謝

です！ 

２ 月 の 公 民 館 講 座 

外外外出出出支支支援援援バババスススををを利利利用用用しししたたたいいい高高高齢齢齢者者者

ののの方方方ははは、、、おおお気気気軽軽軽ににに各各各地地地区区区ののの民民民生生生委委委員員員

にににごごご相相相談談談くくくだだださささいいい。。。   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  小境 
 

開館日時 ： 毎週 月・火・木・金曜日の午前９時から午後５時まで 

        （休館日 毎週水・土・日曜日） 

※ なお、休館日でも事前にご連絡いただければ開館しますので、お気軽にご相談ください。 ☎(フ

ァックス)78-1503 宇波公民館（荻野直樹） 

 
 

白川の圓佛家には、氷見市で１番となる巨木が２本もあります。 

その一つは、ヒノキ科の園芸品種の「スイリュウヒバ」で、葉が

ヒモ状に長く伸び垂れることが特徴です。根元部分は凸凹していま

すが、幹回りが５．１メートルもあり、地上約３メートルの所から

多数に枝分かれしています。樹高も約２０メートルと高く、指定文

化財級の巨木です。 

よく似ている「ヒヨクヒバ」との違いは、葉先が尖らないこと、

葉裏の気孔帯が目立たないことで区別できます。 

 もう一つは、イチイ科の「キャラボク」です。日本海測の降雪地 

帯に適した変種で、幹が直 

立せず横に広がります。材 

には微かな芳香があり、香木「キャラ（伽羅）」に似てい 

ることから名付けられました。 

雌雄異株で、雌株は赤い実を付け果実は食べられるが、

種子に毒があります。この木は、根元から約７０センチ

メートルで枝分かれしています。根元の幹回りは、２．

２３メートルもあります。 

他にキンモクセイとヒイラギが並べて植えられていて、

花期には、金色と銀色の花が楽しめます。 

白白白川川川圓圓圓佛佛佛家家家ののの巨巨巨木木木（（（関関関   一一一朗朗朗）））   

宇波 
下戸津宮 

小境 

スイリュウヒバ 

キャラボク 

神社等の被災状況 (R6 年 1 月 11 日現在) 

白川 
脇方 

大境 


